
各 位

拝啓 時 下基々ご清祥のこととお凌びヤし上げます。

さて、新春ほ例の 「だいこく容」が明午もPrl催され、その

名物行事 「寒ヤ楔」 (1曰寒ヤがまん会)も 恒711通り実施致

します。
この行事は人口の減少が`続 く神口 ・露本格地区、神口明神
の氏子を考の慮意気を示す行字として、成人式を空えるを

オをキもに開催してまいりました。

を考たちをはじめ参か考の身ばを神主の楔 (みそぎ)行 法

によって清め、欽える行孝として行われているものです。

参加考は、指等オ(主彦)の指示に使って行動していただき

ます。

またどうか、お第り合いの新茂人で参ル希空の方がいらっ

しゃいましたらご参カロをお装め下さい。

喀伝ながら、書岳にてご寮内をヤし上↓デますのでよろしく
ご記入のうえ、ご返信を願います。

未挙ながら、皆様のご子安をお折リヤし上↓ザます。

枚具

子式21年12月吉日

狩口神社社務所 担 当 島を ・清ホ

代表電を03(3254)0753



神口明神 「だいこく容」寒ヤ楔参かの辞絡ロ

希竺考は下をこキ約を熱先の上、参かお申し杢み下さい

壱己

1、日 時  子 茂22年 1月 9日 (上曜日)

午歳8時 30分 明 神会密 隼 谷 (時 間浅守 )

考春え・参わ説明 (風氏濯祖酷)
10時  寒 ヤ楔 執 行
11時  直  会 (昼食)
12時  解  枚 (予定)

1、爾催二旨 神進の楔 (みそざ)集成行法にRtり、身さを欽えるや事として
紘工に執 り行います。

1、持参晶  株 険証 ,タ オル (体をな くため)・ 下右 (若春え月子備)

男性は鉢基きとパッチ (半松下)を 貸与 します。

白拝 も可ですが、仲持参下さい、

女性は水を (なるべく黒地の地本な物)を ご持参下さい

女性月白衣を水者の上に若用し鉢基きも貸与します

濫れたタオル等を持ち帰るビニール袋をご持参下さい。  ―

1、当日の吉勤一カは主彦(オ旨導者)の指示に浅二に従っていただきます。

1、当日の体調はみ白にてお整え下さい。

1、健康上の不安、または持癌等がある方のおヤし込みはご重慮下さい。

1、万が一の字改や怪義午が発生した場合、狩社か八の保険範囲内での対点と

させていたださますことを予めご理解下さい。

1、隼谷時間に遅亥tの場合、上記事項を浅守いただけない場合は参れを取消させて
いただきます。

豊絡先 泉 煮者ド千代口医タト神口2丁目16春2号

神口神社社務オ担当 降を ,清ホ8(3254)0753

※ :愛生塗五     _二 宝盟_笠塑 りがあ生と豊豊 量生上ユーして一上灸～

袋 婆



神口明神 「だいこく各」 寒ヤ楔 参加ヤ杢書
EP杢日 子 式  年   月   日

以下、本人己筆にてご提出下さい。

住 所  〒

バ、りがな

氏 名

白宅電話 携背電告

生年月日   昭 ～ 。平成   年   月    日 (     歳 )

嘉 歴 (特にィせ伐 ・血圧等の晩佐)

使療状え

戦業 (勤務社名・孝棋をと学年)

身負    タ
ン
 体 童    キ ロ  サ イズ (M/L/LL)

重去参か口数   初 口 ま たは     口 参か

来客た時豊絡先 氏 名          な   (    )

本人との関係

* 特 る時の主絡先は親■鬼弟 ・礼慮等の基ずご豊絡の取れる方の

電話春子 (携帯可)を ご記八下さい。

保斐オ                 ″ P

* 未 茂午考の場合は保裟オのご丁解を終ず来って下さい。 (株尭考サインと捺″P)

未茂午参わ者の保裟考は、当日鬼ず同伴または建絡可のこと

*本 ヤ杢書は参か許可証ではありません。

(☆書類墨考と定員鈴坊りが有りますのでご注意下さい。
お断 りの場合にはご葉押純箕します。)


